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P − 322　
−r宮内感染と bkliqL−6及びIL−81震度

の 変化の 検討
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P − 323　　 不妊患者に対するサイ トメガm ウ イ

ル ス 抗体価測定の 意義
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　〔目的】近年、了 宮 1人」感染に よ る 高サ イ トカイ ン

血L症 が 新生児 の 種 々 の 病態 に影響す る こ と が報告

され て きて い る。今 回、我 々 は一
オ
ニ
宮内感染 と羊水

中 の IL−6とIL−8濃度と の 関連を検 討したの で 襯告

する。　〔ノノ法】対 象症イ列は，平成4年6月か ら 12Jl

まで の 期 間 に分 娩 前72時 間以内 に 経腹的 に 羊水 を

採取 した 19例で 、出
’1三は 征胎3i．5± 3．2遡 （27〜38

週 ） ，出生休重は 1，792 ± 765g （926〜3，502g）で

あっ た。IL−6お よ びIL8 の ri
’i’測はF．］　．ISA 法 に よ っ

て 行っ た 。 子冨内感染 の 評価は、羊水培養に よ る

細菌検出 も し く は 出生 後 の 胎盤及 び 臍帯 の 姻理学

的診断結果 に よ る 絨毛膜羊膜炎 （Blancの 分 類）

を川 い た、，　【成績】D 羊水培養 ： 紲 菌陽性例は6

例、陰性例は10例 で あ っ た。陽1ゾ1例 の 1レ 6は8924

± 13153pglm1 、陰性例 は 590± 643　pg’ml で あ り、

有意 に陽性例 で Ilr6は高値 を 示 した 。　（pく0，〔｝5）

IL−8も「蝪性例55377 ± 48598pg〆m1 、陰惘例4145 ニト

7185pg！ml と 陽性例力塙 値 を示 した ．　（pく0，〔｝D　 2）

絨毛膜羊膜炎 ：「揚性例 は1〔｝例 （Blnncの 分類　1度 ：

5例 、2度 ：3例、3度 ：2例）、陰性1列が7例で あ つ

た。1レ 6は 陽性例5698 土 ヱ｛1668pg！m 】、陰性例436±

175pg／ml ．で 1両群閲に有慧差は認められなか っ た。
一一・

方 IL−8は、陰性例3887 ± 8462pg／ml 、1場性例

35450＋ 44480p9’m1 と1場・「lft”例 で イ「意 に 』昇 ［ノて い

た ．　 （p＜0，05） ま たBtanc分類 に おける 重症 度 の 影

磐li［ま、　IL−8｝こお し、
一
（
’
Ul芝　（5｛タrl、　846 ＝ 879　pg〆］11］）

と2 ・3度 （5例、10549± 14C〕16pghnl）） で 有，意に

重症度が高 い ほど値が高 い 結果 が 碍 られ た。　 〔結

論｝ 廴L−8は 羊水 培 養陽
・1生例 お よ び 絨 巳膜羊膜炎例

にお い て 、そ う で な い りii例 に 比 べ 有 71象 に一Lケ11して

い た が、IL−6は 羊水培茎髦陽 1ゾi例で の み・（LCIIi．
・
に 1酬

し、IL−6とIL−8で は反 応 の 露 が 認 め られ た。

　1目的】サ イ トメガ鳳 ウイル ス （CMV）感染症 に関

連 した免疫異常が不妊に影響を与 えてい るとの 報

告ぶある 。 そ こ で 、 今回我 々 は不概患者に つ い て

CMVの 抗体価を測定 し．そ の意義を検討 した。

〔方法】1997年 1月か ら 1998年 8月に当科を受

診 した不妊患者の うち同意の得 られ た 130名を封

象 とした。抗 CMV−lgGth体価 と抗 CMi−lgM抗俸樋

を ELISA法を用い て測定 し、免疫性不妊との 関係、

不 妊治療の 成續な らびに クラ 竜 ジア感染症と の 関

係を検討 した 。　【成績1抗 C匠V・IgG抗体陽性例は

103例で陽性率は 82。鏘であ っ た 。 抗 c繝 運齦抗

体陽性例は 1例で陽性率 D。7Xであ っ た 。 免疫性

不妊との 関係 は、抗 C剛 一lgG抗体陽性例では

103例申 23例、22．3髯に 、抗 CMV−lgG抗体M 抗

C階 一lgMUt体 ともに陰性例で は 23例中 4例、

！7瀦 に免疫性不妊が認め られ た。こ の期間、
一

般の 不 妊治療で抗 CMV一堵G抗体陽性例 では 103例
中 35例、34．礦が、抗C柵一lgG抗体、抗 C剛 一lgM

抗体 ともに陰性例では 23例中 5例、21．7＄が妊娠

した。体外受精 ・脛移植法 で抗 c剛 一lgG抗体陽性

例では 11例中 5例、45．5Xが、抗 翻 V−IgG抗体陰

性例で は 5例中 2例、 4眺が妊綟 した 。 クラ ミジ

ア 感染症に つ い ては、抗 C剛 弖 窮G抗体陽性例では

90例中　30例、　33．3％eこ、　…方、　抗　CMV−lgG抗体、

抗 CMV−1幽抗体ともに陰性例では 16例中 i例、

6，2％に しか抗タラ ミジア抗体を認めなか っ た。

【緒論】今回の検討で は、不妊患者の 治療中

胴 Vの 初感染ある い 轗再活性化 は稀で ある と考え

られ た。抗 CMV抗体の 有無と臨床成績の 閧連は認

め られ なか っ た 。 抗 O］　v抗体 の 有無と抗 ク ラ ミ ジ

ア 抗体の 有無には関連が認め られ た。
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